
                          

                          

         

一
、
は
じ
め
に 

 

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
日
（
土
）
に
、
東
北
史
学
会

大
会
が
山
形
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
、
私
が
特
別
学
芸
員
を
拝
命
す
る
同
大
学
附
属
博

物
館
で
も
、
本
題
と
同
じ
展
示
タ
イ
ト
ル
で
史
料
展
を

企
画
し
ま
し
た
。
取
り
上
げ
た
の
は
本
館
蔵
の
長
井
政

太
郎
収
集
文
書
で
す
。
長
井
氏
は
山
形
県
内
の
地
理

学
、
歴
史
学
に
功
績
を
残
し
つ
つ
、
特
に
本
学
・
本
館

に
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
で
す
。 

彼
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
山
形
県
西
村
山

郡
柴
橋
村
（
現
、
寒
河
江
市
大
字
中
郷
）
に
誕
生
。
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
山
形
県
師
範
学
校
本
科
第
一

部
に
入
学
、
卒
業
後
、
西
村
山
郡
本
郷
東
部
尋
常
高
等

小
学
校
訓
導
と
し
て
赴
任
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

母
校
山
形
県
師
範
学
校
教
諭
と
し
て
勤
務
。
昭
和
二
十

七
年
（
一
九
五
二
）
に
創
立
さ
れ
た
山
形
大
学
附
属
郷
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土
博
物
館
（
本
館
前
身
）
の
初
代
館
長
に
就
任
、
昭
和

四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
ま
で
館
長
を
勤
め
ま
し
た
。 

長
井
氏
は
地
理
学
・
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
っ
た
県
内
各
地
の
古
文
書
や
地
籍
図
な
ど
の

収
集
に
尽
力
。
結
果
、
貴
重
な
資
料
が
現
在
に
伝
え
ら

れ
た
の
で
す
。
収
集
資
料
は
「
長
井
政
太
郎
収
集
文
書
」

と
し
て
、
本
館
の
ほ
か
、
山
形
県
立
博
物
館
・
文
翔
館

の
三
館
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
同
文
書
の
中
か
ら
、
二
日
町
の
「
宗
門
人
別

改
帳
」
と
「
類
族
帳
」
を
選
び
出
陳
を
し
ま
し
た
。 

な
お
、
江
戸
時
代
の
二
日
町
は
、
現
在
の
香
澄
町
三

丁
目
・
十
日
町
四
丁
目
・
八
日
町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま

す
。
最
上
義
光
時
代
に
町
立
さ
れ
、
嘉
永
二
年
（
一
八

四
九
）
段
階
で
、
家
数
五
一
、
人
数
二
三
五
を
数
え
ま

し
た
。
集
ま
る
湯
殿
山
道
者
衆
相
手
に
、
商
人
の
町
と

し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

二
、
東
北
に
は
思
っ
た
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た 

 

近
年
、
東
北
地
域
で
も
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
跡
調
査
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

同
教
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
東
北
地
域
で
か
な
り
進

展
し
て
い
ま
し
た
。
早
く
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一

四
）
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
が
東
北
地
域
に

布
教
を
開
始
し
て
お
り
、
彼
に
遅
れ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
ら
が
酒
田
か
ら
入
国
し
て
、
最
上
川
沿
い
を
山

形
藩
内
に
入
っ
て
き
た
の
で
す
。 

こ
の
布
教
活
動
の
結
果
、
東
北
地
域
で
の
信
者
は
、

な
ん
と
一
三
、
〇
〇
〇
人
に
も
上
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
徳
川
幕
府
が
同
教
禁
教
に
舵
を
切
る
と
、
各

地
で
権
力
者
に
よ
る
信
者
へ
の
弾
圧
が
始
ま
り
ま
す
。

山
形
城
下
で
は
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
、
九
人
の

キ
リ
シ
タ
ン
の
信
者
が
火
刑
に
処
せ
ら
れ
、
二
六
人
が

斬
首
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
殉
教
、
弾

圧
へ
と
展
開
し
、
や
が
て
弾
圧
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
は

日
本
史
上
、
消
え
て
い
く
の
で
し
た
。 

 

三
、
宗
門
人
別
改
帳
と
類
族
帳 

 

前
述
の
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
話
で
す
。
し

か
し
、
弾
圧
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
後

が
あ
る
の
で
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
ど
も
や
子
孫
た
ち

は
数
世
代
の
間
、
特
別
な
台
帳
「
類
族
帳
」
に
登
録
さ

れ
、
幕
府
の
厳
し
い
監
視
下
に
お
か
れ
た
の
で
す
。
こ

の
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
二
日
町
の
「
類
族
帳
」
が
、
元
禄
八
年
（
一
六

九
五
）
か
ら
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
ま
で
の
九
冊
あ

り
、
そ
れ
が
本
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

徳
川
幕
府
に
と
っ
て
民
衆
統
制
は
大
き
な
課
題
で

し
た
。
そ
こ
で
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
利
用
を
考
え
つ
く

の
で
す
。
つ
ま
り
旦
（
檀
）
那
寺
に
禁
制
宗
派
の
信
徒

で
は
な
い
こ
と
を
調
査
・
証
明
さ
せ
、
そ
の
台
帳
を
幕

府
へ
提
出
さ
せ
る
制
度
の
構
築
で
す
。
こ
の
調
査
を

「
宗
門
改
」
、
台
帳
を
一
般
的
に
「
宗
門
人
別
改
帳
」

（
以
下
「
改
帳
」
と
略
す
）
と
い
い
ま
す
。 

幕
府
は
民
衆
支
配
の
た
め
「
改
帳
」
を
作
成
し
た
、

と
よ
く
聞
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
改
を
梃

子
に
初
め
て
構
築
で
き
た
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。 

「
改
帳
」
は
キ
リ
シ
タ
ン
改
と
同
時
に
戸
籍
の
機
能

を
有
し
、
同
制
度
に
よ
り
幕
府
は
民
衆
把
握
に
成
功
し

た
の
で
す
。
な
お
「
改
帳
」
の
一
般
的
成
立
は
、
寛
文

十
一
年
（
一
六
七
一
）
以
降
と
い
わ
れ
、
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
戸
籍
法
が
成
立
す
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
幕
府
の
民
衆
支
配
体
制
の
確
立
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
お
か
げ
と
も
い
え
る
の
で
す
。 

こ
の
二
日
町
の
「
改
帳
」
は
、
宝
暦
十
二
年(

一
七
六

二)

か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
の
三
五
冊
が
本

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

四
、
二
日
町
の
宗
門
人
別
改
帳 

～
二
日
町
の
人
口
動
態
は
こ
の
史
料
で
！
～ 

 

「
改
帳
」
は
、
お
お
む
ね
一
軒
単
位
で
名
・
年
齢
・

男
女
別
・
宗
旨
を
書
き
上
げ
、
戸
主
の
押
印
、
僧
侶
に

よ
る
証
明
と
い
う
書
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
展
示
史

料
（
写
真
３
）
を
例
に
示
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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四
人
内 
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佐
倉
領
半
郷
村 

 
 

屋
鋪
壱
軒
家
主 

一
、
禅
宗
安
養
寺
（
印
）
持
高
弐
石
弐
斗
弐
升 

八
合
重
太
郎
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
五
十
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
房 

一
、
同
宗
同
寺
（
印
）
地地

内蔵

幸町

之宝

丞幢

娘寺

き
ゑ
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
五
十
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

男
子 

一
、
同
宗
同
寺
（
印
） 

 
 

 

粂
治
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
十
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
子 

一
、
同
宗
同
寺
（
印
） 

 
 

 

と
き
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
十
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

父 

一
、
同
宗
同
寺
（
印
） 

 
 

「
死
去
」
（
貼
紙
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
房 

一
、
同
宗
同
寺
（
印
）
八
日
町
庄
吾
娘
き
り
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
七
十
八 

〆
五
人
内 

三弐

人人

女男 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
行
目
か
ら
が
戸
主
重
太
郎
の
家
族
で
す
。
そ
の
旦
那

寺
と
同
寺
住
職
が
自
分
の
旦
那
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
印
鑑
が
押
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
家
族
分
あ
り

ま
す
。
最
後
に
該
当
家
族
の
総
数
が
男
二
人
、
女
三
人

と
記
さ
れ
、
家
族
集
計
と
な
り
ま
す
。 

「
改
帳
」
は
家
族
構
成
、
人
口
、
そ
の
推
移
を
探
る

基
本
史
料
で
す
。
歴
史
学
・
社
会
学
・
人
口
学
な
ど
に

極
め
て
有
益
と
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

五
、
二
日
町
の
類
族
帳 

～
厳
し
い
監
視
、
そ
こ
に
生
き
抜
い
た
人
々
の
姿

が
み
え
る
！
～ 

 

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
年
、
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン

関
係
者
を
「
本
人
」
（
殉
教
者
・
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
）
、

「
本
人
同
然
」
（
転
宗
以
前
に
生
ま
れ
た
子
）
、
「
類

族
」
（
転
び
後
に
出
生
し
た
「
本
人
同
然
」
の
子
孫
・

配
偶
者
）
に
分
け
、
特
別
の
監
視
下
に
置
く
「
類
族
改
」

を
制
定
し
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
強
化
し
ま
す
。 

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
者
を
「
本
人
」
か
ら
数
え
て
男
系

六
代
・
女
系
三
代
な
ど
に
わ
た
り
、
移
動
や
居
住
、
婚

姻
、
家
職
、
生
死
な
ど
を
類
族
と
し
て
同
帳
に
登
録
し

て
、
幕
府
へ
提
出
さ
せ
ま
し
た
。 

こ
の
「
類
族
帳
」
は
通
称
で
、
実
際
の
名
称
は
各
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
本
館
蔵
の
台
帳
に
は
「
切
死

丹
類
族
並
生
死
帳
」
「
古
切
支
丹
之
類
族
御
吟
味
ニ
付

指
上
候
帳
」
な
ど
と
書
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
類
族
帳
」
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
旦
那
寺
・
家

族
・
年
齢
・
家
職
・
居
住
地
・
生
死
・
婚
姻
な
ど
を
細

か
く
記
録
し
て
い
ま
す
。
展
示
史
料
（
写
真
４
）
か
ら

一
つ
事
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

出
羽
国
村
山
郡
陳
場
村
百
姓
、
古
切
支
丹
弥
六
郎
次
男 

本
人
同
前
乙
五
女
か
さ
ね
、
但
シ
吉
兵
衛
先
妻
ニ
而
候 

出
羽
国
山
形
二
日
町
商
人
古
切
支
丹
四
郎
兵
衛
次
女 

 

本
人
同
前
な
つ
三
女
た
つ
夫 

一
、
浄
土
宗 

寺
町
来
迎
寺
旦
那
（
印
）
吉
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

当
未
八
十
二
歳 

出
羽
国
村
山
郡
陳
場
村
百
姓
、
古
切
支
丹
弥
六
郎
次
男 

本
人
同
前
乙
五
女
か
さ
ね
次
女 
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一
、
浄
土
真
宗 

寺
町
圓
徳
寺
旦
那
（
印
）
と
く 

 

当
未
五
十
歳 

類
族
と
さ
れ
た
吉
兵
衛
は
、
陳
場
村
の
百
姓
で
古
切

支
丹
弥
六
郎
の
次
男
で
本
人
と
同
前
で
あ
っ
た
乙
の

五
女
か
さ
ね
の
夫
で
し
た
。
現
在
は
、
浄
土
宗
の
来
迎

寺
旦
那
で
あ
る
と
記
録
し
て
い
ま
す
。 

同
じ
く
と
く
は
、
か
さ
ね
の
次
女
で
、
現
在
は
圓
徳

寺
の
旦
那
と
な
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
誰
の
子
孫
が
、
元
ど
こ
に
い
た
か
、

誰
と
結
婚
し
て
い
る
か
、
現
在
の
宗
派
は
何
か
な
ど
を

事
細
か
く
記
録
し
て
い
る
の
で
す
。
明
ら
か
に
「
改
帳
」

よ
り
個
人
情
報
が
詳
細
で
す
。 

但
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
人
々

が
当
時
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
孫
と
い

う
一
点
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
の
で
す
。 

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
が
、
当
時
、
浄
土
真
宗

の
旦
那
で
あ
っ
て
も
登
録
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

六
、
お
わ
り
に
～
幕
府
が
恐
れ
る
自
由
と
信
仰
～ 

 

こ
の
よ
う
に
本
館
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
軸
に
作

成
さ
れ
た
、
二
日
町
の
「
改
帳
」
と
「
類
族
帳
」
が
セ

ッ
ト
で
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
を
全
体
で
分

析
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
、
民
衆
の
研
究
、
町

の
研
究
な
ど
、
多
彩
な
研
究
に
広
が
る
は
ず
で
す
。 

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ

タ
ン
弾
圧
・
迫
害
は
通
常
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
意
外

に
東
北
地
域
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
々
が
多
か
っ
た

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
弾
圧
後
、

幕
府
が
し
つ
こ
く
追
跡
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
。 

キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
迫
害
は
、
一
過
性
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
こ
の
厳
し
い
監
視
を
生
き
抜
い
た
人
々
が
二

日
町
に
い
た
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。 

幕
府
に
よ
る
必
死
の
監
視
は
、
恐
れ
て
い
た
裏
返
し

で
す
。
つ
ま
り
、
権
力
者
・
支
配
者
は
自
分
の
立
場
＝

民
衆
支
配
を
脅
か
す
も
の
が
、
自
由
や
信
仰
で
あ
る
こ

と
を
吐
露
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
自
分
た
ち
の

支
配
を
護
る
た
め
に
、
自
由
・
信
仰
を
弾
圧
す
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
今
も
昔
も
か
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
事

実
を
「
類
族
帳
」
か
ら
ぜ
ひ
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
史
料
に
接
し
た
こ
と
を
契
機
に
今
一
度
、
自

由
や
信
仰
と
は
何
か
を
問
い
直
す
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
、
さ
あ
「
二
日
町
へ
よ
う
こ
そ
」
。 

 

＊
参
考
文
献 

・
藤
田
覚
海
「
山
形
の
キ
リ
シ
タ
ン
伝
説
」『
日
本
歴
史
』

第
五
六
号
、
一
九
五
三
年 

・
浦
川
和
三
郎
『
東
北
キ
リ
シ
タ
ン
史
』
日
本
学
術
振
興

会
、
一
九
五
七
年 

・
河
北
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
河
北
町
の
歴
史
』
上
巻
、

一
九
六
二
年 

・
山
形
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
山
形
市
史
』
中
巻
、
同
会
、

一
九
七
一
年
、『
同
』
下
巻
、
一
九
七
五
年 

・
長
井
政
太
郎
「
山
形
県
内
の
類
族
帳
と
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
の
遺
物
に
就
い
て
」『
東
北
学
院
大
学
論
集
』
歴
史
学
・

地
理
学
第
二
号
、
一
九
七
一
年 

・
矢
島
浩
『
山
形
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
帳
の
研
究
』
む
さ
し

の
書
房
、
一
九
七
七
年 

・
山
形
市
史
編
集
委
員
会
編
『
山
形
市
史
編
集
資
料
』
第

一
四
号
、
同
会
、
一
九
七
九
年 

写真 4 古切支丹之類族共御吟味ニ付指上候帳 

④ 

 



                            

山
形
県
史
編
さ
ん
室
で
は
、
昭
和
五
十
六

年
度
よ
り
同
六
十
三
年
度
ま
で
、
山
形
県
内

一
六
市
町
村
九
四
家
の
古
文
書
を
調
査
し
、

「
山
形
県
史
料
所
在
目
録
」
第
一
集
～
第
八

集
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
全
八
冊
に
掲
載
さ 

 

                      

れ
た
古
文
書
の
総
点
数
は
約
七
二
、
〇
〇
〇

点
に
の
ぼ
り
ま
す
。（
左
表
） 

古
文
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
分
類

項
目
表
に
沿
っ
て
、領
土
支
配
・
村
の
行
政
・

人
口
な
ど
の
内
容
別
に
分
類
し
て
整
理
番 

                       

号
を
付
し
、
目
録
に
は
標
題
・
年
代
・
差
出 

人
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。 

山
形
県
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
度
に
県
史

編
さ
ん
事
業
が
始
ま
る
と
、
そ
の
基
礎
と
な

る
歴
史
資
料
の
調
査
・
収
集
が
県
内
外
に
わ 

                       

《
資
料
紹
介 

県
史
資
料
室
資
料
》 

「
山
形
県
史
料
所
在
目
録
」 

⑤ 

（刊行年月日） 採　　録　　概　　要 市町村名 （刊行年月日） 採　　録　　概　　要 市町村名

第1集 1 槇　　久右衛門家文書 河北町 第2集 1 半田　　要家文書 山形市
（昭和57年3月） 2 菅　　谷蔵家文書 最上町 （昭和58年6月） 2 横山　　裕家文書 山形市

3 吉田　毎家文書 最上町 3 梅津利雄家文書 長井市
4 中鉢儀右衛門家文書 最上町 4 横沢弥兵衛家文書 長井市

5 最上町笹森・佐藤家文書 最上町 第3集 1 飯田公民館所蔵文書 山形市
6 荒川義輝家文書 最上町 （昭和59年2月） 2 渡辺忠左衛門家文書 寒河江市

7 佐藤啓輔家文書 最上町 3 尾形家文書 上山市
8 小国畜産史関係文書 最上町 4 斎藤家文書 上山市
9 荒木伊左衛門家文書 鮭川村 5 佐藤家文書 上山市
10 原家文書 白鷹町 6 武田又右衛門家文書 川西町
11 別部家文書 白鷹町 7 武田源右衛門家文書 川西町
12 本木三右衛門家文書 白鷹町 8 土門家文書 遊佐町
13 新野次左衛門家文書 白鷹町 9 石垣家文書 遊佐町
14 小林家文書 白鷹町 10 佐藤（昭）家文書 遊佐町
15 金田市郎兵衛家文書 白鷹町 11 佐藤（忠）家文書 遊佐町
16 金田儀右衛門家文書 白鷹町 12 川俣家文書 遊佐町
17 小林宇左衛門家文書 白鷹町 13 渋谷家文書 遊佐町
18 鈴木原五左衛門家文書 白鷹町 14 曽根原家文書 遊佐町
19 植木右内家文書 白鷹町 15 石山家文書 遊佐町
20 石井与左衛門家文書 白鷹町 16 町史編さん室　所蔵文書 遊佐町

21 本庄家文書 白鷹町 第4集 1 堀米四郎兵衛家文書 河北町
22 黒沢家文書 白鷹町 （昭和60年3月） 2 鹿野和夫家文書 河北町
23 観音寺文書 白鷹町 3 海老名宣行家文書 村山市

24 大貫吉左衛門家文書 白鷹町 第5集 1 立石寺文書 山形市
25 芳賀家文書 白鷹町 （昭和61年3月） 2 逸見家文書 河北町
26 湯沢紀左衛門家文書 白鷹町 3 宇野家文書 河北町
27 佐々木家文書 白鷹町 4 藻鯰亭文庫文書 河北町
28 小林武右衛門家文書 白鷹町 5 柴田家文書 河北町
29 直江文書 白鷹町 6 菊池家文書 東根市
30 中川嘉兵衛門家文書 白鷹町 7 斎藤家文書 村山市
31 本庄氏文書 白鷹町 8 井関家文書 新庄市
32 鈴木　昭家文書 白鷹町 9 松坂家文書 新庄市
33 紺野嘉右衛門家文書 白鷹町 10 武田家文書 新庄市
34 荒砥役屋文書 白鷹町 11 広野家文書 新庄市

35 大滝茂助家文書 白鷹町 第6集 1 瑞雲院文書 新庄市
36 高学院文書 白鷹町 （昭和62年3月） 2 佐藤家文書 新庄市
37 小林重兵衛家文書 白鷹町 3 広野家文書 新庄市
38 小関三郎家文書 白鷹町 4 清野家文書 河北町
39 工藤茂作家文書 白鷹町 5 今田家文書 河北町
40 横山嘉久雄家文書 白鷹町 6 細谷家文書 河北町
41 塚原惣左衛門家文書 白鷹町 7 板坂家文書 河北町
42 菅　四郎兵衛家文書 白鷹町 8 長願寺文書 河北町

43 紺野六郎兵衛家文書 白鷹町 第7集 1 後藤家文書 天童市
44 青木修省家文書 白鷹町 （昭和63年3月） 2 奥山家文書 河北町
45 新野名助家文書 白鷹町 3 細谷家文書 河北町
46 荒川幸一家文書 白鷹町 4 土生田村文書 村山市
47 川村家文書 飯豊町 5 袖崎村文書 村山市
48 伊藤家文書 飯豊町 6 荒木家文書 鮭川村

49 小松家文書 飯豊町 第8集 1 大久保村文書 村山市
50 朝日村役場南出張所文書 朝日村 （平成元年2月） 2 遲沢家文書 新庄市

51 上田沢部落有文書 朝日村

 



た
っ
て
精
力
的
に
行
わ
れ
、
貴
重
な
歴
史
資 

料
は
資
料
篇
に
数
多
く
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

収
集
対
象
は
古
文
書
を
所
蔵
す
る
個
人
や

寺
院
、
歴
史
資
料
保
存
機
関
な
ど
広
範
囲
に

渡
り
ま
す
。
一
方
、
歴
史
資
料
の
調
査
・
収

集
を
進
め
る
中
で
、
県
内
に
関
わ
る
貴
重
な

歴
史
資
料
が
県
外
に
散
逸
す
る
状
況
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
「
山
形
新
聞
」（
昭

和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
日
付
朝
刊
）
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

古
文
書
〝
歴
史
保
存
〟
へ
本
腰 

収
集
調
査
員
を
委
嘱 

県
史
編
さ
ん
室
で
は
（
中
略
）
必
要
な
古

文
書
類
が
多
数
、
県
外
に
流
出
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
明
治
大
学
刑

事
博
物
館
目
録
を
み
る
と
、
出
羽
国
村
山

郡
山
口
村
文
書
、
村
山
郡
前
田
沢
村
今
井

家
文
書
な
ど
、
県
内
の
藩
政
時
代
を
中
心

に
し
た
近
世
古
文
書
が
ズ
ラ
リ
。
都
立
大

付
属
図
書
館
に
は
、
山
形
藩
最
後
の
藩
主

の
水
野
家
文
書
、
国
立
国
会
図
書
館
に
三

島
通
庸
関
係
文
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
た
具
合
だ
。（
中
略
）
わ
ざ
わ
ざ

上
京
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
収
め

て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ま
に
な
っ
て
流

出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
嘆
き

が
聞
か
れ
る
。「
こ
れ
で
は
貴
重
な
歴
史

的
資
料
が
さ
ら
に
県
外
に
渡
っ
て
し
ま

う
。」
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
こ
の
ほ
ど

開
か
れ
た
県
史
編
さ
ん
会
議
で
、
来
年
度

事
業
と
し
て
、
古
文
書
目
録
作
成
の
た
め

の
資
料
調
査
員
を
委
嘱
し
、
発
掘
、
調
査

を
行
う
。
収
集
し
た
古
文
書
の
保
存
、
利

用
法
を
確
立
す
る
た
め
、
関
係
者
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
こ

と
を
決
め
た
。 

こ
う
し
て
取
り
組
ま
れ
た
の
が
「
山
形
県

史
料
所
在
目
録
」
作
成
事
業
で
す
。
昭
和
五

十
六
年
六
月
の
「
資
料
所
在
目
録
作
成
事
業

実
施
要
綱
」
に
は
「
山
形
県
の
歴
史
の
流
れ

を
解
明
し
、
今
後
の
県
政
発
展
の
指
針
と
も

な
る
古
文
書
等
の
貴
重
な
資
料
の
保
存
研

究
に
万
全
を
期
す
た
め
、
新
た
に
資
料
調
査

協
力
員
を
委
嘱
し
、
そ
の
散
逸
が
当
面
懸
念

さ
れ
る
箇
所
に
つ
き
緊
急
調
査
を
行
い
、
古

文
書
等
の
所
在
目
録
を
作
成
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
、
そ
の
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

         

         
 

山
形
県
史
編
さ
ん
室
に
お
け
る
歴
史
資

料
の
調
査
・
収
集
過
程
で
見
つ
か
っ
た
貴
重

な
資
料
は
、
一
部
写
真
と
し
て
保
存
し
て
い

ま
す
が
、「
山
形
県
史
料
所
在
目
録
」
第
一

集
の
冒
頭
に
採
録
さ
れ
て
い
る
河
北
町
の

「
新
町
村 

槇
久
右
衛
門
家
文
書
」
に
つ
い

て
は
、
二
四
冊
の
写
真
帳
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
資
料
の
中
か
ら
「
谷
地
郷
取
締
議
定

書
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

谷
地
郷
は
、
近
世
期
に
八
ヵ
村
に
分
割
さ

れ
ま
す
が
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
最
上

氏
改
易
後
、
北
口
・
下
工
藤
小
路
の
二
ヵ
村

は
新
庄
藩
領
に
、
大
町
・
松
橋
・
新
町
・
荒

町
・
上
工
藤
小
路
・
前
小
路
の
六
ヵ
村
は
上

山
藩
領
と
な
り
ま
し
た
。
上
山
藩
領
六
ヵ
村

は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
幕
府
領
と
な

り
、
前
小
路
・
荒
町
の
二
ヵ
村
は
天
保
十
三

年
（
一
八
四
二
）
に
山
形
藩
領
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
に
上
野
国
館
林
藩
領
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
小
路
村
は
こ
の
間
、

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
米
沢
藩
預
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
谷
地
郷
取
締
議
定
書
」

は
こ
う
し
た
支
配
領
域
が
異
な
る
八
ヵ
村

一
二
組
間
で
結
ば
れ
た
取
り
決
め
で
す
。 

「
谷
地
郷
取
締
議
定
書
」
の
初
見
は
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）
四
月
の
も
の
で
、『
河

北
町
の
歴
史
』
上
巻
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
帳
の
「
谷
地
郷
取
締
議
定
書
」
は
、
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
二
月
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
「
槇
氏
之
孫 

九
右
衛
門
清
重 

控
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
部
で
八
ヵ
条

か
ら
成
り
、
第
一
条
に
「
谷
地
郷
村
々
取
締

り
の
た
め
、
拾
二
ヶ
組
名
主
・
庄
屋
両
人
ず

つ
、
組
合
四
季
代
り
諸
事
締
方
行
司
、
去
る

天
保
四
巳
年
中
相
立
て
候
所
、
そ
の
後
打
ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《
資
料
紹
介 

県
史
資
料
室
資
料
》 

槇
久
右
衛
門
家
文
書 

「
谷
地
郷
取
締
議
定
書
」 

 

「新町村 槇久右衛門家文書」写真帳 
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「山形県史料所在目録」 

 



  

                          

                            

                            

                            

  

郷
中
取
締
議
定
書
之
事 

一 

谷
地
郷
村
々
為
取
締
、
拾
二
ヶ
組
名
主
庄
屋
両
人
宛
、
組
合 

四
季
代
り
諸
事
締
方
行
司
、
去
ル
天
保
四
巳
年
中 

相
立
候
所
、
其
後
打
絶
候
ニ
付
、
猶
又
今
般
評
議
之
上
、 

左
之
通
相
定
候
事 

一 

無
宿
躰
幷
一
本
刀
、
其
外
帯
刀
致
候
者
と
て
も
風
俗
不
宜 

も
の
、
村
々
ニ
徘
徊
致
候
義
つ
ね
〱
厳
敷
遂
穿 

鑿
為
致
徘
徊
間
敷
候
、
若
其
村
々
名
主
庄
屋
之
申 

付
儀
不
用
、
住
居
又
ハ
止
宿
等
為
致
候
ハ
ゝ
、
其
村
役
人
幷 

最
寄
村
ゟ
心
附
次
第
、
行
司
名
主
庄
屋
方
江
内
通
可
有
之
、 

其
上
行
司
ゟ
谷
地
郷
村
役
人
方
江
可
然
詰
場
書
入 

廻
状
可
差
出
間
、
即
刻
相
詰
評
議
之
上
、
一
統
悪
者
共
の 

居
合
候
場
所
江
押
込
追
散
し
可
申
候
、
若
手
向
等
い
た
し
候 

ハ
ゝ
、
搦
捕
其
筋
江
注
進
可
致
候
、
右
ニ
付
掛
り
之
入
用
者 

金
高
五
分
通
掛
村
ニ
而
さ
し
出
、
残
五
分
ハ
掛
村
相
除 

其
余
之
村
方
面
割
可
差
出
事 

但
、
仲
間
江
通
達
も
な
く
、
村
限
に
而
悪
党
共
幷
理
不
尽 

成
者
共
取
押
へ
候
儀
ハ
、
郷
中
ニ
而
無
構
、
其
村
々
之
可
為
入
用
事 

⑦ 

（上）「谷地郷取締議定書」（写真帳より） （下）「谷地郷取締議定書」翻刻 

 



絶
え
候
に
つ
き
、
な
お
又
今
般
評
議
の
上
、

左
の
通
り
相
定
め
候
事
」
と
あ
り
、
前
小
路

村
名
主
・
大
町
下
組
名
主
・
下
工
藤
小
路
村

庄
屋
・
北
口
町
庄
屋
・
工
藤
小
路
村
名
主
・

同
名
主
・
松
橋
村
組
頭
・
同
名
主
・
大
町
上

組
名
主
・
新
町
村
組
頭
・
同
名
主
・
荒
町
村

名
主
が
「
行
司
」
と
し
て
月
割
り
さ
れ
、
取

締
り
の
責
任
者
を
交
代
で
決
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
下
の
箇
条
は
天
保
二
年
の
も
の
と

ほ
ぼ
同
内
容
で
、
末
尾
に
は
、
一
二
名
に
加

え
て
谷
地
郷
中
に
あ
る
御
朱
印
地
円
福
寺

と
そ
の
役
人
が
署
名
捺
印
し
て
い
ま
す
。 

同
資
料
は
『
河
北
町
史
資
料
』
第
一
号
円

福
寺
文
書
（
上
巻
）
に
も
入
っ
て
い
ま
す
が
、

槇
久
右
衛
門
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か

ら
同
十
二
年
ま
で
新
町
村
戸
長
を
務
め
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
各
名
主
間
に
引
き
継
が
れ

て
き
た
新
町
村
文
書
が
槇
家
の
も
と
に
一

括
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

議
定
書
の
第
二
条
は
郷
中
出
火
時
の
火

消
し
・
駆
け
つ
け
に
関
す
る
取
り
決
め
で
、

「
危
う
き
場
所
防
ぎ
方
、
格
別
目
立
ち
相
働

き
候
者
ど
も
」
に
は
褒
美
金
を
渡
す
と
し
て

い
ま
す
。
第
三
条
は
「
無
宿
躰
並
び
に
一
本

刀
」「
風
俗
宜
し
か
ら
ざ
る
も
の
」
の
徘
徊

取
締
り
に
関
す
る
取
り
決
め
で
、
評
議
の
上

「
一
統
悪
者
ど
も
の
居
合
わ
せ
候
場
所
へ

押
し
込
み
、
追
い
散
ら
し
申
す
べ
く
候
」
と

し
て
い
ま
す
。
谷
地
郷
は
元
々
在
郷
町

と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
有
し
て

発
展
し
て
来
た
地
域
で
、
八
ヵ
村
が
連
続
あ

る
い
は
近
接
す
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
が
生
じ
た
こ
と
は

推
測
で
き
ま
す
。
ま
た
、
第
四
条
は
「
御
年

貢
米
金
諸
入
用
と
も
不
納
人
」
へ
の
対
応
に

関
す
る
取
り
決
め
で
、「
小
作
不
納
」
に
も

言
及
し
て
お
り
、
第
五
条
で
は
「
御
年
貢
米

金
御
上
納
に
差
し
詰
ま
り
、
余
儀
な
く
所
持

の
田
畑
質
地
又
は
質
流
れ
地
の
節
」
に
つ
い

て
、
金
主
・
地
主
・
双
方
の
村
役
人
が
立
ち

会
い
地
所
改
め
を
し
て
、「
流
地
高
」
に
支

配
名
主
が
奥
印
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
村
域
を
越
え
た
谷
地
郷
内
の
地

主
小
作
関
係
の
拡
が
り
と
、
そ
の
中
で
村
請

（
む
ら
う
け
）
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
姿
が

う
か
が
え
ま
す
。な
お
、第
六
条
以
降
は「
不

心
得
者
」
が
他
村
で
「
理
不
尽
」
な
行
為
に

及
ん
だ
り
、「
心
得
違
い
に
て
悪
事
致
し
候

者
」
や
「
村
々
の
内
諸
出
入
（
で
い
り
）」
が

生
じ
た
り
し
た
場
合
の
取
り
決
め
で
す
。 

天
保
二
年
の
前
年
は
、
天
候
不
順
で
大
凶

作
と
な
り
、
大
洪
水
も
起
き
、
苦
し
い
農
民

ら
の
訴
え
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。
嘉
永
七

年
の
前
年
は
、
黒
船
来
航
や
そ
の
た
め
の
御

用
金
割
当
て
、
前
代
未
聞
の
大
旱
魃
（
だ
い

か
ん
ば
つ
）・
火
事
な
ど
世
情
騒
が
し
く
、

谷
地
郷
警
備
を
強
化
し
た
こ
と
が
、『
河
北

町
の
歴
史 

年
表
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

議
定
書
の
再
興
に
は
大
町
村
上
組
名
主

と
同
下
組
名
主
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
、「
谷
地
郷
取
締
議
定
書
」
の
よ
う

に
支
配
領
域
を
超
え
た
議
定
書
の
成
立
は

一
般
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
成
立
の
過
程
・

背
景
や
中
絶
・
再
興
の
理
由
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
谷
地
郷
や
そ
の
周
辺
地
域
に
は
、

「
大
町
念
仏
講
帳
」
は
じ
め
村
ご
と
の
契

約
・
議
定
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
お
り
、
住
民

の
自
治
的
結
び
つ
き
は
強
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
村
山
郡
内
に
は
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
以
来
続
い
た
「
郡
中
議
定
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
や
時
代
を
背

景
に
成
立
し
た
の
が
「
谷
地
郷
取
締
議
定
書
」

で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
意
義
は
ま
だ
ま
だ
解

明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

槇
久
右
衛
門
家
文
書
を
は
じ
め
と
す
る

貴
重
な
収
集
資
料
は
、
今
後
も
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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（上）元禄２年谷地本郷八ヵ村絵図（写真帳より） 

（下）県史資料室に保存されている写真帳 

（「山形県史料所在目録」に採録されたもの） 
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